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３グループ 

 

３グループは、いずみ会、愛育会や地域活動栄養士会

など、地域で直接食育活動をされている方たちがメンバ

ーに多く、特に行事食・伝統料理など、篠山の食文化に

関する意見が多く出ました。そこで 3 グループでは「食

文化の継承」をテーマに話し合いを進めていきました。 

食文化の継承のためには、まず若い人たちの現状を知

ることから始めなければなりません。若い人たちは、買

った方が手軽で早くて便利だから作らない、または作り

方は知っていても忙しさから作れない、といった状況がみられるようです。そのような人に対し、

どのように食文化を伝えていくか。できることを考えていくと、まずは味を知ってもらうこと、一

緒に料理することなどができるのではないかという意見が出ました。さらには、キャラバン隊を作

ろう、といったユニークな意見も出ています。このような取り組みを進めることで、自分たちで篠

山の食文化を伝えていこう、とまとまりました。 

では、具体的にどのようなことができるかということで、篠山でこれからも伝えていきたい食文

化を挙げていきました。（【資料３－Ａ】参照）お米に関する食べ物が多く出たり、特産である黒

豆の話も出たりと、篠山市らしい郷土料理や行事食がたくさん出されました。また、同じ食べ物で

も今と少し前では食べ方が違ってきていることなどもわかりました。 

昔に比べ、今は仕事などで忙しく、なかなか時間をかけて料理をすることが難しくなっています。

ではどうしたらいいか、というところでは、簡単にできる料理方法を考えていくことも必要ではな

いかという意見や、24 時間、食べたい時に食べることができる環境があることも原因の一つでは

ないか、という意見も出ました。 

では、このような中で家庭ではどのようなことができるか、ということからまとめていくと、ま

ずは子どもたちに味を覚えてもらうこと、何度も料理を作

って食べてもらうことで伝えていけるのではないか、とい

う意見が出ました。そして地域では、いずみ会、栄養士会

や学校など、いろんな活動が連携して活動していくこと、

さらに子どもたちと地域で、一緒に体験する機会を作って

いくことが必要ではないか、という意見にまとまりました。

（【資料３－Ｂ】参照） 
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